
こ
と
と
、
特
別
養
護
老
人

介
護
施
設
は
、
周
辺
環
境

に
配
慮
し
た
建
築
物
の
検

討
、
早
急
な
意
見
整
合
を

行
い
、
地
域
住
民
に
対
し

て
早
期
に
示
す
こ
と
の
で

き
る
体
制
を
作
る
こ
と
を

求
め
る
提
言
書
が
提
出
さ

れ
た
。

香
北
地
域
審
議
会
で
は
、

支
所
で
受
け
付
け
た
諸
手

続
き
で
、
本
庁
で
の
事
務

処
理
や
確
認
が
必
要
な
事

務
手
続
き
に
相
当
の
時
間

を
要
す
る
場
合
が
見
ら
れ

た
た
め
、
速
や
か
に
事
務

手
続
き
が
で
き
る
体
制
の

整
備
が
求
め
ら
れ
た
。

市
税
の
前
納
報
奨
金
の

廃
止
に
つ
い
て
は
、
前
納

報
奨
金
制
度
の
初
期
の
目

的
で
あ
る
納
税
意
識
の
高

揚
が
図
ら
れ
た
こ
と
や
、

財
源
の
確
保
、
不
公
平
な

制
度
で
あ
る
等
の
理
由
に

よ
り
、
土
佐
山
田
、
香
北
、

物
部
の
各
地
域
審
議
会
に
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進
め
て
い
る
。
三
月
下
旬

に
は
、
審
査
会
か
ら
最
優

秀
設
計
委
託
候
補
者
の
推

薦
を
受
け
、
委
託
業
者
を

決
定
す
る
。

一
方
、
職
員
チ
ー
ム
も

課
等
の
執
務
内
容
と
必
要

面
積
に
つ
い
て
調
整
作
業

を
進
め
て
お
り
、
三
月
下

旬
ま
で
に
は
議
会
と
も
協

議
し
、
議
事
堂
も
含
め
た

原
案
を
作
成
す
る
予
定
で

あ
る
。

現
在
、
基
本
設
計
委
託

業
者
を
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方

式
で
選
考
中
で
あ
る
。
提

案
書
の
提
出
締
め
切
り
で

あ
る
二
月
末
ま
で
に
、
指

名
五
社
中
四
社
の
提
案
を

受
理
し
た
。（
一
社
は
辞
退
）

三
月
二
十
五
日
の
ヒ
ア
リ

ン
グ
審
査
に
向
け
事
務
を

昨
年
十
二
月
に
第
四
回

物
部
地
域
審
議
会
及
び
第

五
回
香
北
地
域
審
議
会
が

そ
れ
ぞ
れ
開
催
さ
れ
た
。

そ
の
中
で
、
合
併
協
定
書

の
変
更
に
つ
い
て
の
諮
問
、

庁
舎
位
置
検
討
委
員
会
の

結
果
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

合
併
協
定
書
の
変
更
に

つ
い
て
は
、「
前
納
報
奨
金

の
廃
止
」
及
び
、「
広
報
等

の
配
布
回
数
の
変
更
」
に

つ
い
て
諮
問
し
、
審
議
の

結
果
、
承
諾
さ
れ
た
。

物
部
地
域
審
議
会
か
ら

は
、
大
栃
高
校
と
山
田
高

校
の
統
合
に
つ
い
て
、
両

校
の
関
係
者
及
び
、
香
美

市
、
市
教
委
、
県
教
委
に

よ
る
協
議
の
場
を
設
け
る

お
い
て
諮
問
し
、
審
議
の

結
果
、
了
承
さ
れ
た
。
こ

れ
を
受
け
、
今
議
会
に
平

成
二
十
一
年
度
か
ら
前
納

報
奨
金
を
廃
止
す
る
市
税

改
正
条
例
案
を
提
案
し
た
。

本
年
に
入
っ
て
、
特
に

高
齢
者
を
狙
っ
た
悪
質
商

法
が
急
増
し
て
い
る
。
香

北
町
、
物
部
町
で
も
個
人

宅
に
入
り
、
人
を
集
め
、

甘
い
言
葉
や
日
用
品
を
無

料
で
配
る
な
ど
し
、
最
終

的
に
高
額
な
商
品
を
売
り

つ
け
る
事
例
が
多
発
し
た
。

大
半
が
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ

フ
な
ど
で
契
約
を
解
除
す

る
こ
と
が
で
き
た
が
、
こ

の
よ
う
な
催
眠
商
法
や
架

空
請
求
な
ど
も
後
を
絶
た

な
い
状
況
で
あ
る
。
町
内

放
送
や
民
生
委
員
の
会
等

で
も
説
明
し
た
が
、
今
後

も
広
報
等
で
啓
発
し
て
い

く
。

平
成
二
十
年
度
か
ら
始

ま
る
特
定
健
診
・
特
定
保

健
指
導
に
つ
い
て
、
住
民

の
皆
さ
ん
に
周
知
す
る
た

め
、
二
月
上
旬
に
法
改
正

の
内
容
と
健
診
の
実
施
方

法
等
を
要
約
し
た
資
料
を

市
内
全
世
帯
へ
郵
送
し
た
。

特
に
、
香
美
市
国
保
の

被
保
険
者
に
つ
い
て
は
、

従
来
の
「
集
団
検
診
」
に

加
え
、
か
か
り
つ
け
医
療

機
関
等
で
受
診
可
能
な

「
個
別
健
診
」
を
選
択
で
き

る
こ
と
な
ど
、
健
診
方
法

に
つ
い
て
詳
し
い
説
明
に

先
立
ち
、
一
月
三
十
一
日

に
プ
ラ
ザ
八
王
子
で
、
健

康
づ
く
り
婦
人
会
・
健
康

づ
く
り
推
進
協
議
会
・
食

生
活
改
善
推
進
協
議
会
の

皆
さ
ん
に
対
す
る
説
明
会

を
開
催
し
、
健
康
を
守
る

た
め
地
域
住
民
に
健
診
を

受
け
て
も
ら
え
る
よ
う
、

事
業
の
周
知
と
受
診
率
向

上
へ
の
協
力
を
お
願
い
し

た
。

3月定例会



●消防課
１．平成19年の火災、救急及び救助出動件数
①火災件数

②救急出動件数 ③救助出動件数

２．平成20年2月29日までの火災、救急及び救助出動件数
①火災件数

②救急出動件数

土佐山田町
香　北　町
物　部　町
そ　の　他
合　　　計

180
50
11

241

27（17）
8（ 6）
2（ 1）

37（24）

9
2

11

29
12
1

42

115
28
8

151

土佐山田町
香　北　町
物　部　町
そ　の　他
合　　　計

202（157）
52（  40）
8（　4）
1（　0）
263（201）

1,143
307
128
7

1,585

105
13
5
4
127

161
60
29
1
251

675
182
86
1
944

土佐山田町
香　北　町
物　部　町
合　　　計

2
0

2

58,438
14,633
58

73,129

13
3
1
17

5
1

6

70

70

2

2

0

58
58

1

1
2

58,366
14,633

72,999

5
2

7

建　物 林　野 車　両 その他
合　　計損害額

（千円）
損害額
（千円）

損害額
（千円）

損害額
（千円） 件数 損害額

（千円）

平成18年と発生件数及び死者数は同じで、17件、1名です。

平成18年と比べて69件増えています。

急　病 一般負傷 交通事故 その他（転院） 合　計
土佐山田町
香　北　町
物　部　町
合　　　計

4
1
5

10
4
1
15

9

9

1

1

火　災 交通事故 その他 合　計

平成18年と比べて2件増えています。

平成19年は2月までに271件の出動件数がありました。
平成19年の内訳は急病179件、一般負傷44件、交通8件、
転院を含むその他40件です。

急　病 一般負傷 交通事故 その他（転院） 合　計

土佐山田町
香　北　町
物　部　町
合　　　計

調査中

調査中

調査中

調査中
調査中

2

1
3

1

1
調査中
調査中

1
1

調査中

調査中

1

1

建　物 林　野 車　両 その他
合　　計損害額

（千円）
損害額
（千円）

損害額
（千円）

損害額
（千円） 件数 損害額

（千円）

新装なる大宮小学校
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平
成
十
八
年
・
十
九
年

と
香
美
市
に
お
い
て
結
核

の
新
規
患
者
数
が
増
加
傾

向
に
あ
り
、
中
央
東
福
祉

保
健
所
と
連
携
し
て
対
策

を
と
る
こ
と
と
な
っ
た
。

今
回
の
感
染
の
特
徴
は
、

二
十
歳
代
か
ら
五
十
歳
代

の
比
較
的
若
い
年
齢
層
に

発
生
し
て
い
る
。
香
美
市

の
新
規
患
者
数
は
、
平
成

十
八
年
度
が
十
一
人
、
十

九
年
度
が
十
二
人
と
な
っ

て
お
り
、
人
口
十
万
人
当

た
り
の
比
率
で
は
全
国
の

約
二
倍
と
な
っ
て
い
る
。

今
後
と
も
感
染
が
広
が
る

可
能
性
が
懸
念
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
健
康
づ
く
り
推

進
課
で
は
、
二
月
十
五
日

に
市
内
各
世
帯
へ
注
意
を

呼
び
か
け
る
チ
ラ
シ
を
回

覧
し
た
ほ
か
、
市
内
保
育

園
・
幼
稚
園
・
小
中
学
校

の
保
護
者
宛
に
チ
ラ
シ
を

配
布
す
る
と
と
も
に
、
大

勢
の
人
が
集
ま
る
施
設
や

事
業
所
な
ど
に
も
ポ
ス
タ

ー
の
掲
示
を
お
願
い
し
て

い
る
。
今
後
と
も
啓
発
に

努
め
る
と
と
も
に
、
福
祉

保
健
所
等
と
も
連
携
を
取

り
な
が
ら
感
染
の
拡
大
阻

止
に
取
り
組
む
考
え
で
あ

る
。二

月
九
日
、
地
域
・
保

護
者
・
工
事
関
係
者
・
各

関
係
機
関
の
皆
さ
ん
の
物

心
両
面
に
わ
た
る
ご
協
力

ご
支
援
に
よ
り
無
事
故
で

落
成
式
を
迎
え
る
こ
と
が

で
き
た
。
耐
震
性
に
優
れ
、

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
も
確
保

さ
れ
る
と
と
も
に
、
人
に

も
環
境
に
も
や
さ
し
い
学

校
と
し
て
整
備
さ
れ
、「
地

域
に
開
か
れ
た
学
校
づ
く

り
」
を
推
進
し
て
い
く
。


